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トピックス ‐ 一般会計予算案（第21号）否決　～持続可能な財源確保に疑問～

“
持
続
可
能
な
財
源
確
保
に
疑
問
”平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
案　
を『
否
決
』

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
案
（
第
21
号
）
を
議
案
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
）
に
お
い
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
最

終
日
（
３
／
27
）
の
本
会
議
で
採
決
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
行
政
運
営
等
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
急
遽
、
休
会
日
（
３
／
18
）
に
本
会
議
を
開
催
し
採

決
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
は
、
反
対
２
名
、
賛
成
１
名
の
討
論
の
後
、
特
別
委
の
審
査
報
告
も
踏
ま
え
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
「
否
決
」

と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
「
平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
に
対
す
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
最
終
日
に

は
、
こ
の
意
見
書
を
踏
ま
え
た
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意見書概要
平成26年度の一般会計予算は、対前年度比約11％増の総額
172億６千万円と急激に増加している。
これらの主たる伸び率の要因は、大規模事業の軒並み増と、
バラマキ予算である。
提出された大規模事業の説明資料から算出すると、平成26年
度から31年度までに新たに発生する借金は約44億円で、金利を
含めた償還総額は、約71億円にも膨れ上がることが予想される。
また「総事業費と財源内訳」から、平成26年度から31年度ま
でに必要な一般財源は約15億円に上る。さらに給食費１億６千
万円を同年度の６年間支給すれば約10億円が必要となる。つまり、
平成31年度までに必要な一般財源の合計は総額25億円となる。
このため、平成26年度末の財政調整基金14億６千万円を全額
取り崩しても全く足りなくなることも判明した。
一方、大型事業の実施計画と財政計画のすり合わせについて、
担当部署に確認したところ、確たる回答が得られず、施政方針
において、市長は、平成26年度から都市計画税導入の検討をす
ることも表明している。
従って、このような急激な予算編成を続ければ、借入額をます

ます増加させ、財政再建どころか、財政破綻させる恐れさえある。
よって、下記の点を指摘し、意見書を提出する。

【指摘項目】
１．敬老祝金について
　　かすみがうら市敬老祝金給付条例に基づき、扶助費を計上
すること。

２．霞ヶ浦地区の小学校統合の関係予算について
　　霞ヶ浦地区の小学校統合関係予算については、市民の合意
形成を深めることを優先し、平成26年度予算から削除すること。
　　なお、併せて、千代田地区の小学校統合についても、方向
付けを行い、かすみがうら市としての小学校統合の方針を決
定すること。
　　また、確実な財源対策も行うこと。

３．小中学校の給食費無料化の関係予算について
　　小中学校の給食費無料化については、市民の税金から年間
約１億６千万円もの多額の予算を投じることを踏まえると、
長期展望や担保性の点、条例もなくかつ財政の確実性もない
こと。
　　全額補助金であるにもかかわらず、その手続きも明文化さ
れておらず、適正かつ安全な資金管理に大きな問題があるこ
と。
　　病院に入院した場合の食費は自己負担である等の例から
も、不公平との意見もあること。
　　また、国の給食制度の改正に基づき実施すべきとの観点か
ら時期尚早であること。
　　これらの理由から、当該予算から削除し、学校給食法第11
条第２項の「受益者負担」を堅持すべきであること。

（第21号）

～
意
見
書
を
踏
ま
え
新
た
に
提
案
さ
れ
た
予
算
案（
第
34
号
）可
決
～
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トピックス ‐ 小学校統廃合の慎重審議を求める請願採択

宮嶋市長が就任して以来、当市の借金は約４倍となる。そのような中で、平成26年度の一般会計予
算は、驚くことに、大型事業とバラマキ政策により、さらに多額の借金を増やそうとしている。この予
算が実行されれば、市の財政破綻を招くことが危惧される。こうした先行き不安を回避する方策として、
将来の増税が懸念される。それを裏づけるかのように、施政方針には都市計画税の導入検討が明記さ
れている。人為的な市の財政破綻を防止するためにも反対する。

第１に、統合となる学校の大規模改修工事が予算化されているが、廃校となる小学校等はどうするの
か、問題は山積している。
第２に、敬老祝い金の廃止については、宮嶋市長の高齢者への施策に思いやりが感じられない。
第３に、宮嶋市長が就任してから人件費は激減している。さらなる人員削減を進めれば、住民サービ

スの低下は避けられない。

本予算は、社会的、経済的な課題に対し正面から取り組む積極予算と評価します。学校給食無料化
は、子育て世代を地域全体で支援しようとするもの。また、学校統合による、よりよい教育環境づくり
を進めるための費用が計上されております。神立駅周辺整備事業の整備などの大規模事業についても、
行政改革の成果を反映させるとともに、国庫補助や合併特例債などの有利な財源を活用し、財政負担
の軽減に配慮されております。
当市が東日本大震災から復興を果たし、大きく飛躍するための予算であります。

【反対討論抜粋】一般会計予算案（第21号）

【賛成討論抜粋】一般会計予算案（第21号）

小学校統廃合の慎重審議を求める請願書　～賛成多数で採択～
【請願趣旨】
かすみがうら市教育委員会は、「小・中学校の小規模化が進むなか、小規模校ならではのメリッ

トはあるものの、一定の規模での集団生活を通して多様な人間関係の構築や、切磋琢磨する体験な
ど、よりよい教育環境をつくり、継続させるため、児童・生徒や保護者、地域の理解と協力を得な
がら、学校統合による適正規模化を進める」とし、霞ヶ浦地区の小学校統合案として（１）佐賀小
学校、安飾小学校、志士庫小学校を統合し、統合後の新校は、現在の北中学校とする。（２）下大
津小学校、美並小学校、牛渡小学校、宍倉小学校を統合し、統合後の新校は、現在の美並小学校と
する方針を示しました。
その方針のもとで現在、統合委員会での審議が行われているようですが、地域住民の声が十分

に反映されていないと危惧しております。
昭和48年９月当時文部省が出した『公立小・中学校の統合について』という通達では、「学校規

模を重視する余り無理な学校統合を行い、地域住民等との間に紛争を生じたり、通学上著しい困難
を招いたりすることは避けなければならない」と述べ、「総合的に判断した場合、なお小学校とし
て存置し充実するほうが好ましい場合もあることに留意すること」と謳っております。
小学校は地域社会の核ともなっています。地域住民の十分な合意を得ないままでの統廃合は拙

速に行うべきではないと考えます。

【請願項目】
一、小学校の統廃合については、慎重なる審議をおこない、今定例会では統合の議決をおこな

わないことを求めます。
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トピックス ‐ 国重文「椎名家住宅」の適正管理を求める！

国指定重要文化財「椎名家住宅」の不良工事が判明したことから、当該事案の全
容を解明するため、平成25年第４回定例会において設置された調査特別委員会
から、検査結果について報告がされました。
委員会からは意見書も提出され、本会議において全会一致で可決しました。

関係者に対し国指定重要文化財「椎名家住宅」の適正管理を求める意見書概要
　国指定の文化財を、今後も、維持保全しなければならないという視点から、下記の点を勧告する。

記
１　国と市の補助金が支出され、工事に瑕疵が認められる事実がある以上、市として、再発防止に向
け、請負者及び公益財団法人文化財建造物保存技術協会等に対し、何らかの勧告措置を求める。

　　なお、その措置内容については、教育委員会に委ねることとする。
２　事務を代行する教育委員会は、再度、文化財保護の趣旨を熟慮し、事務代行にあたっては、法令
を遵守し、契約・材料検査・工事の中間検査・竣工検査などの事務の面から、事務の見直しを行
うこと。

３　当該工事は、国の文化財保存事業費関係補助金交付要綱に基づけば、公共事業に準じ施工すべき
であり、かつ、一括下請けを防止する観点からも、契約約款において、現場代理人の常駐義務を
規定すべきであった。今後、発注する工事においては、現場代理人の常駐義務を明記すること。

４　文化財審議委員会に対しては、文化財の保全を助言・指導する立場として、毅然とした姿勢で対
応することを期待するものである。併せて、今後、このような事案が発生した場合、当審議会が
提案したような第三者委員会を設置されることを期待する。

５　今回、最もこの問題を複雑化したのは、「瑕疵」の存在を認めながらも、一方で、表面的な原因
調査にとどめ、責任転嫁に終始したことである。

　　今後は、このようなことがないようそれぞれ指揮監督にあたる者は、問題が生じたら、原因を的
確に究明した上で、法に基づき適正かつ公平に対応することを求める。

　　以上、意見書を提出する。

『椎名家住宅保存修理工事に関する事項』に係る検査結果
～国重文「椎名家住宅」の適正管理を求め勧告～

検査結果概要
◆国の文化財保存事業費関係補助金交付要綱に基づけば、公共工事に準じて施工すべきであり、かつ、
一括下請けを防止する観点からも、契約約款において、現場代理人の常駐義務を規定すべきであっ
た。
◆設計者は、下地の不良を危惧していたにもかかわらず差し茅工法を採用した。そして、工事に際し、
茅葺き職人が下地の不良を指摘し請負者に協議をしたが、請負者は、この協議はなかったと回答。
茅葺き職人は、請負者の指示により差し茅工法により施工したとの回答だった。
◆現場代理人の常駐がなされていれば、現状の確認や協議も円滑になされ、このような食い違いを回
避でき、ひいては、瑕疵を防止することができたのではないかとも考えられる。
◆施工監理者は、使用された茅の量について、設計上の納品数量の確認を怠り、かつ、茅葺き職人か
ら水分を含んだ茅で施工したとの報告があることから、品質管理の徹底を怠っていたと考えられる。
◆今回の技術的な瑕疵の原因は、差し茅工法の選択と使用した茅の状態が、少なからず要因となった
のではないかと推察されるが、当委員会としては、これを断定するには至らなかった。
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トピックス ‐ 施政方針に対する質疑

市長のH26年度施政方針に対する質疑
つくば市と土浦市を核とした県南中核都市形成実現と、当市の住みよいまちづくりの関係は。

霞ヶ浦二橋構想の、現段階の進捗状況は。

「家庭児童相談室」を改め「子ども未来室」を設けることの変更点は。

子ども・子育て支援制度に係る準備状況とスケジュールについて

さらなる行財政改革を推し進めるための、組織機構のスリム化とは。

都市計画税の導入を検討するとあるが、何のために必要なのか。

都市計画税の対象範囲については、どこを対象とするのか。

県南地域における政令指定都市の実現は、土浦市の行政能力の高さ、つくば市の国際性や先
進性などを、本市などの周辺地域にも取り込むことにより、圏域全体の価値が高められ、地
域力の向上や市民生活にメリットが及ぶもの
と期待しております。

霞ヶ浦二橋構想は、霞ヶ浦の２つの入り江に
橋をかけ、県南地域から県央地域に至る広域
交通ネットワークの充実強化を図るもので
す。本市では、構想の具体化に向けて、関係
11市町村により構成される霞ヶ浦二橋建設促
進期成同盟において、茨城県知事や県議会議
長への要望活動や、地域住民への広報活動な
どを行っております。地域活性化の起爆剤と
なりますので、実現に向けて引き続き粘り強
く取り組んでまいります。

これまでの相談業務に加え、発達障害への対応に重点を置いた保育士や保健師等による保育
所や学校等の巡回、４カ月健診や３歳児健診などを通じた個別支援を行うなど、医療機関や
療育機関などとも連携しながら、子ども、親、家庭を支えていく考えです。

平成25年度に市民ニーズ調査を実施しました。この集計結果を踏まえ、３月の子ども・子育
て会議で、今後の事業計画に向けた内容を諮る考えです。なお、子ども・子育て支援事業計
画（案）を９月末までに策定していく予定です。

このたび実施する行政組織機構の見直しは、組織機構のスリム化と、重要な課題に効率的、
機能的に対応できる体制の整備を念頭に実施するものであり、当初から、管理部門の課の統
合、縮小を想定していたものです。合併当初から部の編成の見直しを実施していないことか
ら、現状としては、職員数の減少にやや対応できていないとの認識です。今後は、部の再編
も視野に入れ、コンパクトで機動的な組織体制を検討してまいります。

都市計画事業として、現在、神立停車場線整備事業及び神立駅周辺整備事業を実施しており、
この整備事業費は、一部事務組合への負担金を含めて総額31億3200万円となります。これら
の財源や今後実施する都市計画事業の財源及びこれら市債償還財源に充てるため、都市計画
税の導入を検討していくことにしました。

市街化区域が、当面対象になるとの考えです。

※都市計画税については、豆辞典を参照願います。

▲霞ヶ浦二橋構想図（霞ヶ浦二橋建設促進期成同盟資料より）
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３月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成26年 第１回定例会

平成26年第１回定例会が、３月４日から３月27日までの
24日間の会期で開催されました。今定例会では、平成26年
度各会計当初予算、条例の制定及び一部改正、平成25年度
各会計補正予算などについて、『平成26年第１回定例会議案
審査特別委員会』を設置のうえ付託をして審査（後頁P10～
12）を行ったほか、３月５日、６日、７日の３日間におい
て一般質問（後頁P13～17）を行いました。

額
と
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
８
号

か
す
み
が
う
ら
市
環
境
美
化
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
空
き
地
の
適
正
な

管
理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
追

加
し
、
空
き
地
の
雑
草
除
去
の
実

効
性
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
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▼
▼  

議
案
第
９
号

か
す
み
が
う
ら
市
企
業
立
地
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

茨
城
県
石
岡
・
か
す
み
が
う
ら
地

域
活
性
化
基
本
計
画
の
更
新
に
伴

い
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
10
号

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
事
業
の
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

観
光
交
流
事
業
の
一
部
見
直
し
に

伴
い
、
関
係
条
例
を
整
理
す
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

を
公
表
す
る
事
項
に
職
員
の
休
業

の
状
況
を
加
え
る
た
め
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
５
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

非
常
勤
特
別
職
の
設
置
等
に
伴

い
、
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
規
定

す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
６
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当

に
関
す
る
規
定
を
国
等
に
準
じ
整

備
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
７
号

か
す
み
が
う
ら
市
手
数
料
条
例
の一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準

に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
消
防
法
に
規
定
す
る
製
造
所

の
設
置
許
可
申
請
に
係
る
審
査
手

数
料
等
の
額
を
政
令
に
よ
る
標
準

▼
▼  

議
案
第
２
号

か
す
み
が
う
ら
市
安
全
な
飲
料
水
の

確
保
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

茨
城
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、

水
道
法
等
で
規
制
対
象
と
な
ら
な

い
小
規
模
水
道
、
小
簡
易
専
用
水

道
、
簡
易
専
用
水
道
及
び
飲
用
井

戸
等
に
係
る
衛
生
対
策
等
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、

新
た
に
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
３
号

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
長
及
び
消
防

署
長
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
消
防
組
織
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
消
防
長
及
び
消

防
署
長
の
資
格
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
新
た
に
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
４
号

か
す
み
が
う
ら
市
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決
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▼
▼  

議
案
第
11
号

か
す
み
が
う
ら
市
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て霞

ヶ
浦
地
区
の
各
小
学
校
を
統
合

し
、
新
た
に
（
仮
称
）
下
大
津
・

美
並
・
牛
渡
・
宍
倉
統
合
小
学
校

及
び
（
仮
称
）
佐
賀
・
安
飾
・
志

士
庫
統
合
小
学
校
を
設
置
す
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
12
号

か
す
み
が
う
ら
市
社
会
教
育
委
員
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
社
会
教
育
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
社
会
教
育
委
員

に
係
る
委
嘱
の
基
準
を
定
め
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
13
号

か
す
み
が
う
ら
市
敬
老
祝
金
給
付
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

長
寿
を
た
た
え
る
事
業
（
敬
老
祝

金
支
給
制
度
）
の
見
直
し
に
伴

い
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
14
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

主
な
内
容
は
、
退
職
手
当
特
別
負

担
金
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
等

を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
15
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

▼
▼  

議
案
第
16
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
17
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

▼
▼  

議
案
第
18
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
19
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
20
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
21
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
予
算（

内
容
は
Ｐ
２
～
３
を
参
照
）

▼
▼  

議
案
第
22
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
23
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
24
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
25
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
26
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
27
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
28
号

石
岡
地
方
斎
場
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

石
岡
地
方
斎
場
組
合
事
務
所
の
移

転
に
伴
い
、
同
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
29
号

茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び

高
機
能
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及

び
高
機
能
消
防
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

否　
決

可　
決

否　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

否　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決



8KASUMIGAURA

▼
▼  

請
願
第
７
号
（
平
成
25
年
）

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
に
対

す
る
支
援
を
求
め
る
請
願
書

▼
▼  

請
願
第
１
号

要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切

り
離
す
こ
と
に
反
対
の
請
願
書

▼
▼  

請
願
第
２
号

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求

め
る
請
願
書

▼
▼  

請
願
第
３
号

小
学
校
統
廃
合
の
慎
重
審
議
を
求
め

る
請
願
書

（
内
容
は
Ｐ
３
を
参
照
）

▼
▼  

請
願
第
４
号

新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
の
使
用
料

の
格
差
解
消
を
求
め
る
請
願
書

継
続
審
査

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

▼
▼  

議
案
第
30
号

市
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
現
市
長

の
任
期
中
に
実
施
し
て
い
る
給
料

月
額
の
削
減
率
を
１
０
０
分
の
70

に
改
め
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
31
号

教
育
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
現
市
長

の
任
期
の
限
り
、
教
育
長
の
給
料

月
額
の
１
０
０
分
の
10
減
ず
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
32
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
の
１
年
間
、
５
級
以

上
の
職
員
の
給
料
月
額
を
、
職
務

の
級
に
応
じ
て
６
％
か
ら
８
％
削

減
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
33
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

財
政
調
整
基
金
積
立
金
及
び
生
活

保
護
扶
助
費
に
係
る
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
34
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
予
算

▼
▼  

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

▼
▼  

諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
２
号

関
係
者
に
対
し
国
指
定
重
要
文
化
財

「
椎
名
家
住
宅
」
の
適
正
管
理
を
求

め
る
意
見
書

　
　
（
内
容
は
Ｐ
４
を
参
照
）

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
３
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
意
見
書

　
　
（
内
容
は
Ｐ
２
を
参
照
）

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
４
号

介
護
保
険
要
支
援
者
へ
の
保
険
給
付

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
５
号

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求

め
る
意
見
書

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

可　
決

可　
決

決　
定

決　
定

適　
任

適　
任

可　
決

可　
決

可　
決

否　
決

否　
決

否　
決

可　
決

▲国指定重要文化財　椎名家住宅（加茂地内）

採　
択

採　
択

採　
択

採　
択
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第１回臨時会・委員会活動

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 

査 

内 
容

付 

託 

案 

件

調 

査 

内 

容

付 

託 

案 

件

●
入
札
制
度
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

●
契
約
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

●
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離

す
こ
と
に
反
対
の
請
願
書（
請
願
第
１
号
）

●
公
立
小
中
学
校
の
統
廃
合
及
び
校
舎
の
耐

震
工
事
に
関
す
る
事
項

　
・
霞
ヶ
浦
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て

　
・
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

●
文
教
厚
生
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項

　
・
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

●
障
害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉

お
よ
び
医
療
福
祉
に
関
す
る
事
項

●
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る

請
願
書

（
請
願
第
２
号
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

（
４
月
15
日
開
催
）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査（３月

７
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

（
２
月
19
日
開
催
）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査（３月

７
日
開
催
）

産
業
建
設
委
員
会
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議案審査特別委員会議案質疑

議案審査特別委員会における主な議案質疑
平成26年　第１回定例会

議案第５号
かすみがうら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第８号
かすみがうら市環境美化に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第９号
かすみがうら市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について

（３月10日、11日、13日、14日、17日、18日、19日、27日開催）

新たに非常勤特別職を設ける趣旨は。

空き地の管理に関して、当市の現状は。

助成措置の内容は。

平成24年度に実施をした事業仕分けの結果、廃止の方向となりました。今後は、
結婚相談のボランティアとして県が委嘱しているマリッジサポーターの方が市内
でも活躍されていることから、そちらに方向転換をしていく考えです。

宅地化された地区での建造物等の所在地周辺となります。なお、住宅地の隣接地
であれば、荒廃農地も対象になるとの考えです。

改善命令をしても従わない場合には戒告書を送ります。それでも改善の見込みが
ない場合には、市が行政代執行をすることになります。

結婚相談員を廃止する理由は。

対象となる空き地は。

市が危険と判断した空き地について、所有者等が指導に従わない場合は。

指定病院等における不在者投票外部立会人については、公職選挙法の改正に伴い
設置します。また、生活保護相談員、生活保護就労支援員については、制度の強
化体制を図ることから設置するものです。

平成25年度については、苦情等が85件ほどありました。例年80件前後の推移となっ
ております。約７割の方が、雑草等の除去に応じていただいている現状です。

指定を受けた企業が、設備投資で４億円以上及び市内新規雇用の従業員10人以上
を確保した場合に、設備投資に５％を乗じた額、また新規雇用者に対して１人30
万円を３年間助成するものです。
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議案第11号
かすみがうら市学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

議案第13号
かすみがうら市敬老祝金給付条例を廃止する条例の制定について

小学校統廃合の慎重審議を求める請願が提出されているが、大きな反対運動はこ
れまであったのか。

市小中学校適正規模化実施計画では、保護者や地域の理解を得られた順から実施
するとのことから、霞ヶ浦地区については実施すべきと判断しております。千代田
地区については、まだ一致をみないため、少し時間をかける必要があるとの考えです。

第３回の霞ヶ浦地区小学校統合委員会において、意見はいただいております。距
離の検討については、これからという段階です。

対象は、通学距離が４㎞以上の児童となっており、統合一つに対して５年間の補助とな
ります。毎年対象児童数が変わることから、見
直しはされるとの説明を県から受けております。

学校の統廃合を進めた場合、市内の避難所
兼避難場所は約半数となります。仮に避難
所兼避難場所として維持していく場合、多
数の施設で耐震工事等が必要となります。
多額の財政負担が伴うことでもありますの
で、最善の手法を検討してまいります。

千代田地区の小学校統廃合は、方針が決定していない。そういう中で霞ヶ浦地区
を早急に実施する理由はあるのか。

スクールバスの対象となる通学距離については、統合委員会で検討しているのか。

スクールバス運行に対する国からの補助金については、毎年見直しをするのか。

学校は避難所に指定されているが、廃校後
の防災対策はどのように考えているのか。

小・中学校適正規模化に係る検討は、平成20年度から保護者アンケート等を行い
スタートしました。それ以降、大きな反対というのはありません。

平成18年度の敬老祝い金の見直し内容を確認する。

減額ありきではありますが、高齢化率が大きな事業負担になるとの考えから提案
しております。

平成30年度の推計値では、77歳が461人、88歳が182人となっております。

限られた財源の中で、ある程度の事業の見直しは必要との考えです。

議会は、これまで廃止条例を４回否決している。長寿をたたえる事業として、ど
のような議論をして今回提案したのか。

今後の、高齢者の人数は。

給食費無料化と比較すれば、敬老祝金の支出は少額ではないのか。

77歳は１万円から７千円に、88歳は２万円から１万５千円に、99歳は３万円から
２万５千円に、100歳は５万円から３万円に、給付額を改正しております。

▲霞ヶ浦中学校（北中学校と南中学校が統合し平成26年４月開校）
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議案第21号
平成26年度かすみがうら市一般会計予算
財政調整基金を７億円取り崩している。毎年となると４年で底をつく。今後どの
ように運用するつもりなのか。

急激な民間保育園の認可により、児童福祉
施設費が前年度３億８千万円から約７億円
となっている。大きな負担になっているが、年次的に進める考えはなかったのか。

県内で、給食費無料化を実施している自治体は。

給食費補助金の交付要項は。

給食費無料化で毎年１億６千万円ほどの支出となる。しかも、今年度は基金を
７億円も取り崩しているが、永年にわたりできる補助なのか。

帆引き船は貴重な文化財であるとの認識か
ら、無形文化財の指定を目指すものです。
そのために新たに組織する保存会の活動に
対して、補助金を交付するものです。

全体の中での検討はしておりません。

当市周辺のイノシシは、まだまだセシウムの値が高く食肉にはむきません。その
問題が解決した場合には、検討できるのではと考えます。

帆引き船市文化財指定調査事業の内容は。

かすみがうら市誕生10周年記念事業とあるが、こういう大きなイベントを実施
する場合にはある程度の期間をかけて、市民の声も聞きながら具体化すべきと考
えるが、全体的な検討はなされてきたのか。

イノシシによる農作物被害が問題となっている。イノシシの肉は食用にできるこ
とから、ジビエ料理として市の振興策とすることはできないのか。

通常は、緊急時等において必要になったときの財源に充てるものです。できれば、
財政調整基金を充当しない方向で予算編成をしていきたいとの考えです。

乳幼児人口は３月１日現在で約２千名おり、その約45％が保育希望となっており
ます。それに対し、保育園の定員規模は新たに新設された民間３保育園を含め、
約1,250名です。需要と供給のバランスの問題等も踏まえ、施設については検討
をしてまいります。

大子町が平成21年度から実施しておりましたが、平成24年度に第２子までは半額
補助に改正しております。また、龍ヶ崎市、鹿嶋市、結城市では、第３子以降無
料化を実施しております。

この訓令については、現在作成中です。

給食費無料化は、市長の政策であります。始まった事業を１～２年でやめること
は、大変難しいとの認識はしております。

※ジビエとは狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉を意味する言葉で、ヨーロッパでは貴族の
伝統料理として古くから発展してきた食文化です。
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新
石
岡
地
方
斎
場
は
、
火
葬
場
と
式
場
が
近
い
こ
と
は
参
列
者
に
と
っ

て
大
変
便
利
で
あ
る
。
今
回
の
料
金
改
正
に
よ
り
、
当
市
の
式
場
利
用
者
は

通
夜
と
葬
儀
の
２
日
で
20
万
円
と
な
る
が
、
式
場
の
使
用
料
の
う
ち
、
幾
分

か
の
補
助
金
を
出
す
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
は
、
以
前
同
様
に
貸
し
館
の
み

を
行
い
ま
す
。
祭
壇
の
花
飾
り
等
は
利
用
者
が
民
間
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

か
ら
、
式
場
使
用
料
の
ほ
か
に
葬
儀
業
者
へ
の
支
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

私
は
、
地
元
の
民
間
斎
場
を
使
わ
れ
た
ほ
う
が
料
金
面
で
も
有
利
だ
し
、
利

便
性
も
増
す
と
の
考
え
で
す
。

　
　
下
稲
吉
小
学
校
は
、平
成
23
年
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、現
在
、

正
門
は
な
く
、
駐
車
場
も
砕
石
の
状
態
で
あ
る
。
外
構
工
事
は
、
全
体
の
工

事
が
完
了
す
る
こ
ろ
に
行
う
と
の
話
だ
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
で
き
る

の
か
大
変
心
配
で
あ
る
。
対
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
外
構
工
事
や
駐
車
場
整
備
は
、
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
学
校
等
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
仮
設
等
に
よ
り
安
全
確
保
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

小座野　定信

矢口　龍人

議員

議員

有
事
に
お
け
る
危
機
管
理
意
識
と
市
民
協
働
の
考
え
は

新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
利
用
者
に
使
用
料
の
補
助
は

地
域
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
と
な
る

　
　
　
　
　
防
災
士
の
育
成
等
に
努
め
ま
す

公
設
よ
り
も
民
間
斎
場
を
使
う
ほ
う
が
よ
い
と
の
考
え

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の
職
員
人
事
施
策
に
つ
い
て

市
長
の
危
機
管
理
意
識
と
市
民
協
働
に
つ
い
て

社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
　
東
日
本
大
震
災
、
今
年
の
記
録
的
な
大
雪
で
は
、
数
々
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
宮
嶋
市
長
就
任
以
来
、
有
事
に
お
け
る
市
民
協
力
が
得
ら

れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
察
す
る
。
市
長
の
危
機
管
理
意
識
と
市
民
協
働
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
初
動
体
制
や
情
報
伝
達
等
の
課
題
解
消
に
向
け
、
市
地
域

防
災
計
画
の
改
定
や
体
験
型
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
公
的
支
援
の
機
能
発
生
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ

り
、
自
助
、
共
助
が
重
要
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
共
助
の
一
端
を
担
っ
て
い

た
だ
く
べ
く
、
自
主
防
災
組
織
や
災
害
時
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な

る
防
災
士
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
の
防
止
は
、こ
れ
か
ら
の
市
の
役
割
と
思
う
。

大
阪
の
ほ
う
で
は
、
監
視
や
追
跡
調
査
等
を
し
て
く
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ

り
、
不
正
受
給
が
年
々
減
っ
て
い
る
と
の
話
も
聞
く
。
当
市
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
に
お
願
い
し
、
監
視
体
制
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
各
地
の
不
正
受
給
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
報
道
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
生
活
保
護
申
請
の
事
前
調
査

と
し
て
、
県
警
と
の
情
報
連
携
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
情
報
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
あ
る
意
味
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
の

認
識
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲防災ハンドブック

石
岡
斎
場
の
供
用
化
に
つ
い
て

新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
に
つ
い
て

石
岡
台
地
土
地
改
良
区
へ
の
賦
課
金
に
つ
い
て

千
代
田
大
橋
か
ら
霞
ヶ
浦
地
区
へ
の
延
伸
計
画
に
つ
い
て

下
稲
吉
小
学
校
の
今
後
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５

▲下稲吉小学校

一  般  質  問



14KASUMIGAURA

　
　
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
に
対
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

は
と
、
一
抹
の
不
安
を
感
じ
る
。
こ
の
改
正
の
要
因
は
、
東
北
派
遣
を
め
ぐ

る
職
員
の
大
量
退
職
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
職
員
は
、
こ

れ
ま
で
市
が
投
資
を
し
て
き
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
源
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

組
織
体
制
と
な
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
問
題
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長
　
今
回
の
見
直
し
は
、
管
理
部
門
の
縮
小
を
中
心
に
行
う
も

の
で
あ
り
、
各
種
窓
口
業
務
や
事
務
事
業
実
施
に
当
た
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
中
で
対
応
す
る
も
の
で
す
。
他
市
の

組
織
体
制
と
比
べ
て
も
、
当
市
だ
け
が
突
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
全
然
問
題
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
Ｊ
Ａ
土
浦
が
行
う
、
交
通
が
不
便
な
地
域
へ
の
移
動
販
売
の
概
要
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
平
成
24
年
５
月
か
ら
、
基
本
的
に
霞
ヶ
浦
地
区
を
対

象
と
し
て
移
動
販
売
の
取
り
組
み
が
試
験
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
週
１
回
で
し
た
が
、平
成
26
年
２
月
25
日
か
ら
週
４
回
と
な
り
ま
し
た
。

周
回
コ
ー
ス
は
、
８
コ
ー
ス
で
す
。
消
費
者
か
ら
は
、
食
品
、
衣
料
品
、
日

用
雑
貨
等
の
品
ぞ
ろ
え
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
、
対
応
に
努
め

て
い
る
よ
う
で
す
。
市
で
も
当
事
業
に
大
変
期
待
し
て
お
り
、
引
き
続
き
支

援
、
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

山内　庄兵衛

小松﨑　誠

議員

議員

式
場
使
用
料
に
請
願
署
名
運
動
！
市
長
の
変
え
る
意
志
は

大
量
退
職
の
影
響
が
あ
る
行
政
機
構
見
直
し
の
問
題
は

事
業
見
直
し
に
よ
る
行
政
改
革
の
結
果
な
の
で
ご
理
解
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
な
い
よ
う
配
慮
。
問
題
な
し

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
新
石
岡
地
方
斎
場
は
石
岡
市
、
小
美
玉
市
、
当
市
の
千
代
田
地
区
を
管

轄
し
て
い
る
。
料
金
が
改
正
さ
れ
、
当
市
利
用
者
の
式
場
使
用
料
は
、
石
岡

市
、
小
美
玉
市
の
３
倍
と
な
り
、
請
願
の
署
名
運
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
市

長
は
、
変
え
る
意
思
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
平
成
23
年
12
月
の
石
岡
斎
場
組
合
正
副
管
理
者
会
議
で
、

建
設
規
模
及
び
建
設
費
見
直
し
に
よ
る
費
用
負
担
軽
減
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
式
場
は
３
市
の
合
意
に
よ
り
石
岡
市
と
小
美
玉
市
の
負
担
で
整

備
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
石
岡
市
と
小
美
玉
市
は
式
場
使
用
料
が
１
回
３

万
円
、
当
市
は
10
万
円
と
な
り
ま
す
。
行
政
改
革
の
一
つ
で
す
の
で
、
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
建
設
中
の
五
輪
堂
橋
は
、
約
５
千
万
円
を
石
岡
市
が
負
担
す
る
予
定

だ
っ
た
。
し
か
し
、
宮
嶋
市
長
は
県
と
当
市
と
の
二
者
負
担
と
し
、
当
市
が

そ
の
分
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
完
成
す
る
が
、
こ
の
五
輪
堂

橋
の
渡
り
初
め
を
実
施
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
土
木
部
長　
五
輪
堂
橋
改
修
工
事
の
完
成
時
期
は
７
月
末
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。五
輪
堂
橋
の
開
通
式
で
渡
り
初
め
を
実
施
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

橋
の
開
通
は
市
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、

県
や
地
元
区
長
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

組
織
体
制
に
つ
い
て

農
産
物
の
移
動
販
売
の
支
援
に
つ
い
て

職
員
が
使
う
公
用
車
の
安
全
性
に
つ
い
て

事
業
仕
分
け
３
年
間
の
成
果
に
つ
い
て

家
庭
排
出
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
徹
底
に
つ
い
て

議
員
の
一
般
質
問
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

環
境
行
政
に
つ
い
て

林
道
の
管
理
に
つ
い
て

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

石
岡
地
方
斎
場
に
つ
い
て

五
輪
堂
橋
に
つ
い
て

漁
業
対
策
に
つ
い
て

小
規
模
学
校
を
活
か
し
た
教
育
振
興
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

６ １

３４５６ ２

７ ２８ ３９ ４10 ５

▲五輪堂橋改修工事現場

▲ＪＡ土浦の移動販売車
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神
立
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、
神
立
駅
橋
上
化
整
備
事
業
、
神
立

停
車
場
線
整
備
事
業
、
学
校
統
廃
合
に
係
る
事
業
、
下
稲
吉
小
学
校
整
備
事

業
と
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
以
降
の
こ
れ
ら
に
係
る

市
債
総
額
は
、
約
44
億
円
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
事
業
を
や
る
に
は

財
源
不
足
が
心
配
さ
れ
る
が
、
見
通
し
は
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
市
長
公
室
長　
現
時
点
で
の
見
込
み
で
す
の
で
、
不
確
定
な
部
分
は

残
っ
て
お
り
ま
す
。
財
源
不
足
と
い
う
こ
と
で
は
、理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
神
立
駅
に
係
る
事
業
は
、
土
浦
市
と
一
緒
に
実
施
し
て
い
る
の
で
、

都
市
計
画
税
の
導
入
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
２
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
県
内
で
は
69
年
ぶ
り
の
大
雪
が
降
っ

た
。
次
の
防
災
に
生
か
す
為
に
も
、
当
市
の
防
災
安
全
室
は
、
大
雪
警
報
が

発
令
さ
れ
た
際
の
各
部
署
の
対
応
に
つ
い
て
実
態
を
調
査
し
、
情
報
伝
達
の

仕
方
も
含
め
て
問
題
点
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
　
総
務
部
長　
こ
の
た
び
の
大
雪
の
教
訓
と
し
て
、
関
係
部
署
や
協
定
を

結
ん
で
い
る
業
者
等
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
も
う
少
し
面
的
な
形
で
捉

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
を
持
ち
ま
し
た
。
問
題
点
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
実
施
し
た
い
と
の
考
え
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男

川村　成二

議員

議員

新
石
岡
斎
場
の
式
場
料
金
に
驚
き
！
市
長
の
見
解
は

市
債
総
額
約
44
億
！
今
後
の
事
業
計
画
の
財
源
を
懸
念

税
金
を
使
っ
た
式
場
建
設
は
民
間
経
済
活
動
を
圧
迫

神
立
駅
に
係
る
事
業
に
都
市
計
画
税
の
導
入
も
検
討

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

石
岡
地
方
斎
場
移
転
事
業
に
つ
い
て

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
る
体
制
に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
つ
い
て

英
語
教
育
改
革
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
基
本
法
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

１２３４５６

　
　
石
岡
地
方
斎
場
移
転
事
業
は
、
宮
嶋
市
長
が
規
模
縮
小
を
求
め
、
計
画

を
見
直
し
当
市
は
４
億
円
以
下
の
負
担
で
落
ち
つ
い
た
。
当
時
、議
会
で
は
、

移
転
後
の
使
用
料
金
を
心
配
し
、
多
々
質
問
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
料
金

改
正
内
容
を
知
り
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
と
の
式
場
使
用
料
の
違
い
に
驚
い

て
い
る
。
こ
の
新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
使
用
料
金
改
正
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

　
　
宮
嶋
市
長　
式
場
使
用
料
が
違
う
の
は
、
３
市
の
合
意
に
よ
り
石
岡
市

と
小
美
玉
市
の
負
担
で
式
場
を
整
備
し
た
た
め
で
す
。
私
は
以
前
か
ら
、
民

間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
、
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
で
と
い
う
観
点

か
ら
行
政
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
税
金
を
使
っ
て
の
式
場
建
設
が
民
間

経
済
活
動
へ
の
圧
迫
と
な
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
で

す
。

　
　
文
部
科
学
省
が
、
子
ど
も
た
ち
の
実
践
的
な
英
語
力
を
養
う
た
め
の
英

語
教
育
改
革
実
施
計
画
を
発
表
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
小
学
校
で
の

英
語
教
育
の
拡
充
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
平
成
25
年
度
か
ら
、中
学
校
の
英
語
教
師
と
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
が
小
学
校
で
外
国
語
活
動
の
授
業
を
行
う
機
会
を
設
け
、

小
中
連
携
と
授
業
力
向
上
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。今
後
は
、

小
学
校
中
学
年
で
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
数
多
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲石岡地方斎場式場（移転後）

実
施
計
画
と
財
政
計
画
に
つ
い
て

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
つ
い
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て

大
雪
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

▲神立駅
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既
に
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
向
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
６
億
７
５
５
６
万

円
も
の
公
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
組
合
側
が
要
請
し
て
い
る

１
億
４
６
９
９
万
円
の
追
加
支
援
（
助
成
金
）
と
な
れ
ば
、
合
計
で
８
億
２

２
５
５
万
円
と
な
る
。
組
合
の
地
権
者
等
が
現
在
保
有
す
る
仮
換
地
（
所
有

地
）
の
資
産
価
値
は
約
７
億
円
も
あ
る
が
、助
成
金
の
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
賦
課
金
の
徴
収
や
歳
出
を
抑
え
る
な
ど
、
組
合
の
自
発
的

な
資
金
計
画
へ
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
早
期
に
最
終
要
望
金
額
が
確
定
さ
れ

て
か
ら
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
い
ま
の
段
階
で
は
「
必
要
」
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
東
日
本
大
震
災
後
、
運
転
を
停
止
し
て
い
る
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
の

動
き
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
宮
嶋
市
長　
地
震
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、
本
市
は
平
成

25
年
３
月
28
日
、
豊
か
な
自
然
と
平
和
な
暮
ら
し
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
平
和
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
市
と
し
て
の
決
意
を
表
明
す
る

「
非
核
脱
原
発
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。「
都
市
宣
言
」
の
と
お
り
、

本
市
は
、
原
子
力
発
電
に
変
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
創
出
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
脱
原
発
の
社
会
を
願
う
と
い
う
立
場
で
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
浜
岡
原
発
、
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
も

の
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

岡﨑　勉

佐藤　文雄

議員

議員

千
代
田
地
区
小
学
校
統
合
案
が
突
然
二
案
に
！
原
因
を
問
う

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
が
要
請
し
て
い
る

助
成
金
の
必
要
性
は

統
合
委
員
会
の
意
見
か
ら

　
　
　
　
　
市
長
提
案
も
あ
り
二
案
で
意
見
集
約

い
ま
の
段
階
で
は
「
必
要
で
あ
る
」
と
は

判
断
し
て
お
り
ま
せ
ん

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
千
代
田
中
と
の
小
中
一
貫
校
に
よ
る
小
学
校
統
合
案
が
、
突
然
提
唱
さ

れ
た
。
市
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
市
長
、
教
育
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
教
育

長
は
、
発
表
し
た
計
画
に
は
責
任
が
あ
る
。
方
向
性
を
こ
ろ
こ
ろ
と
変
え
る

こ
と
は
、
市
民
を
愚
弄
し
て
お
り
、
市
に
混
乱
が
生
ず
る
こ
と
は
必
然
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
、
提
唱
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
平
成
25
年
７
月
に
、
第
２
回
の
統
合
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
志
筑
小
学
校
で
は
な
く
、
千
代
田
中
学
校
の
敷
地
に
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
宮
嶋
市
長
の
提
案
も
あ
り
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
の
委
員
会

で
二
案
を
示
し
て
、
区
長
を
中
心
に
各
地
区
の
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
千
代
田
中
学
校
に
併
設
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
と
の
考
え
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
　
新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
使
用
料
は
、
通
夜
と
告
別
式
の
二
回
利
用
し

た
場
合
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
と
比
べ
、
当
市
利
用
者
は
14
万
円
高
く
な
る
。

こ
れ
で
は
事
実
上
使
え
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。市
民
の
要
望
に
応
え
て
、

こ
れ
か
ら
で
も
式
場
を
増
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
斎
場
建
設
計
画
の
見
直
し
は
、
私
が
行
っ
た
行
政
改
革
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
式
場

の
建
設
費
分
を
本
市
か
ら
支
出
す
る
こ
と
や
斎
場
利

用
の
補
助
金
を
創
設
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ＱＱ ＡＡ

被
災
地
東
北
３
県
へ
の
市
職
員
派
遣
に
つ
い
て

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策

に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

千
代
田
地
区
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

石
岡
地
方
斎
場
建
設
の
進
捗
状
況
と
問
題
点
に
つ
い
て

職
員
の
退
職
に
伴
う
組
織
体
制
等
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５６ ２

２３４

▲千代田中学校

▲千代田庁舎
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田谷　文子 議員

宮
嶋
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
は

人
件
費
削
減
等
の
改
革
に
よ
る
財
源
を子

育
て
支
援
策
に

ＱＡ

平
成
26
年
度
に
向
け
て
の
市
長
の
市
政
全
般
に
渡
る
抱
負
に
つ

い
て

子
育
支
援
対
策
に
お
け
る
教
育
・
子
育
て
環
境
整
備
に
つ
い
て

土
浦
・
つ
く
ば
市
の
合
併
勉
強
会
に
参
加
の
方
法
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

１２３

　
　
こ
の
定
例
会
は
、
次
の
２
期
目
の
市
政
運
営
を
市
民
の
皆
様
に
託
し
て

い
た
だ
く
重
要
な
橋
渡
し
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改

革
で
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
き
た
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
宮
嶋
市
長　
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
時
代
を
担
う
次
の

世
代
に
負
の
遺
産
を
残
し
て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
予
算
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業
、
補
助
金
、
施
設
の
見
直
し
や
、

人
件
費
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

生
み
出
さ
れ
た
お
金
は
、
未
来
志
向
の
子
育
て
支
援
策
に
活
用
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
　
つ
く
ば
市
と
土
浦
市
の
合
併
推
進
と
同
時
並
行
的
に
、
土
浦
市
と
当
市

も
合
併
の
勉
強
会
を
行
い
、
つ
く
ば
市
、
土
浦
市
の
合
併
と
相
前
後
し
て
土

浦
市
と
の
合
併
が
か
な
う
な
ら
、
そ
れ
も
１
つ
の
方
法
と
思
い
ま
す
。
こ
の

提
案
も
含
め
、
市
長
の
合
併
に
対
す
る
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
宮
嶋
市
長　
つ
く
ば
市
と
土
浦
市
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
議
論
の

中
で
、
県
南
地
域
に
お
け
る
両
市
の
置
か
れ
た
状
況
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

今
後
の
展
望
や
行
政
運
営
に
つ
い
て
、
合
併
、
広
域
連
携
、
協
働
な
ど
に
よ

る
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
面
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
参
加
を
要
求
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

一般質問・コラム

【本会議の案内】
・本会議の会期日程
・一般質問の内容
・本会議中継のご案内
・提出議案の審議結果
【本会議　会議録】
・平成22年第１回定例会からの本会議会議録
をご覧いただけます。

【市議会だより】
・これまで発行したすべてのバックナンバー
をご覧いただけます。

【その他】
・議員名簿、議長交際費（Ｈ26年４月分～）、
傍聴に関すること等を掲載しております。

【本会議 録画映像】
・平成24年第２回定例会からの本会議
録画映像をご覧いただけます。

開かれた議会を目指し、さまざまな情報を発信！
～かすみがうら市議会ホームページを、ぜひご利用ください～



消
防
法
改
正
で
、
全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

未
設
置
世
帯
も
多
く
、
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る

高
齢
者
は
６
割
超
を
占
め
て
い
ま
す
。
行
政
に

よ
る
火
災
警
報
器
の
設
置
や
点
検
の
一
層
の
呼

び
か
け
、
そ
し
て
高
齢
者
世
帯
に
は
身
内
や
周
囲
の
気
配
り
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
わ
が
家
の
防
災
対
策
に
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。議

会
だ
よ
り
編
集
委
員　
中
根　
光
男

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
29
日
（
木
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月8日〜5月2日まで）

●
２
月
●

　

10
日　

椎
名
家
住
宅
保
存
修
理
工
事
に
関
す
る
調
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

13
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

14
日　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

19
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

21
日　

椎
名
家
住
宅
保
存
修
理
工
事
に
関
す
る
調
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
３
月
●

　

３
月
４
日
～
３
月
27
日

　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

　

４
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

７
日　

文
教
厚
生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会

　

10
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

11
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

13
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

14
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

17
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

18
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

19
日　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　
　

政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会

　

26
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
定
例
会

　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

●
４
月
●

　

15
日　

総
務
委
員
会

　

18
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

22
日
～
23
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

24
日　

市
長
村
長
・
市
町
村
議
会
議
長
会
議

　

25
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
５
月
●

　

２
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 都市計画税都市計画税 とはとは？？
市
町
村
が
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て

行
う
都
市
計
画
事
業
又
は
土
地
区
画
整
理

法
に
基
づ
い
て
行
う
土
地
区
画
整
理
事
業

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
原
則
と

し
て
都
市
計
画
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
、
市
街
化
区
域
内
に
所
在
す

る
土
地
及
び
家
屋
の
所
有
者
に
対
し
て

課
す
る
目
的
税
。

た
だ
し
、
当
該
都
市
計
画
区
域
の
う
ち

市
街
化
調
整
区
域
に
所
在
す
る
土
地
及
び

家
屋
の
所
有
者
に
対
し
て
都
市
計
画
税
を

課
さ
な
い
こ
と
が
、
市
街
化
区
域
内
に
所

在
す
る
土
地
及
び
家
屋
の
所
有
者
に
対
し

て
都
市
計
画
税
を
課
す
る
こ
と
と
の
均
衡

を
著
し
く
失
す
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
街
化
調
整

区
域
の
う
ち
条
例
で
定
め
る
区
域
内
に

所
在
す
る
土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
も

課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


